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研究者紹介

代表的な研究費

土ってなに？さて、質問です。

粘土と砂の違いとは？

土は，土粒子，水（間隙水），空気（間隙空気）が集まったもの（混合体）です．これ
らを土の三相と呼び，三相の割合が土の力学的性質に影響を与えます．土の密度
は、だいたい1.5 ～2.3 g/cm3です．土粒子の密度は、どの土においても、2.6 g/cm3

程度になります．

水に浮く石（軽石）さて、問題です。

粘土と砂を分けるものは、土粒子の大きさ（粒
径）です．粒径の小さいものをシルト（0.005～
0.074mm）や粘土（0.005mm以下）と呼び，粒
径の大きい（0.074～2mm）ものを砂と呼びま
す．また，粒径が2mm以上のものはレキ（礫）

を言います。土は粒径の大きさによって，その
性質を大きく変化させます．

図1 土の三相

図2 粘土（Wikipediaより引用） 図3 鳥取砂丘
（鳥取県のWEBサイトより引用）

について考えてみましょう。

問題：水に浮く軽石の間隙（土粒子以外の部分）の割合はどのくらい
になるでしょうか？（土粒子の密度は2.6g/cm3としましょう．）

解答：間隙が62%以上を占めると，水に浮く．
→ (2.6‐1.0)/2.6=0.615 の計算から62 %の答えを得ます．

少し考えてみるとわかりますよ． 図4 水に浮く軽石
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データ同化による土の変形予測

データ同化（観測値を用いて予測を修正
する方法）を用いることで，初期の予測を
観測によって実際のものに近づけること
ができる．

地盤の沈下量と側方変形が観測値に合
致するようなシミュレーションが可能であ
ることを示しています．

DEM（個別要素法）による土の変形・破壊メカニズム解析

j

i

DEMとは，土粒子の一粒一粒の動

きを計算することで，土全体の変
形や破壊を予測することができま
す．この方法では、私たちが見るこ
との出来ない土粒子に作用してい
る力や回転量を知ることができま
す．そのため，微視的な観点から，
土の挙動を考察することが可能に
なります．

Darcy/Navier‐Stokesカップリング

流速と流線 圧力分布

渦の直下における土中の水の流れ

土の侵食と浸透作用

Filter plate

Water flow

Laser for PIV measurement

Cohesionless material

Upward seepage Deposition box

50 mm

145 mm

Acrylic water channel Water tank

215 mm
130 mm

100 mm

Shaft

Upstream Downstream

Tube to manometer

浸透によって，侵食はどのように進みやすくなるの
かを実験的に調べます．

Experiment
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動水勾配と限界掃流力の関係


